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第２回防鳥ネット無償配布申請受付中

「３切り運動」にご協力お願いします。

使い切りましょう！

食べ切りましょう！ 水切りしましょう！

赤い羽根募金は、県内の福祉施設等や小倉北区社会福祉協議会を通じ、各
校区の福祉活動や地域の行事、福祉団体等の活動に活用されています。
歳末たすけあい募金は、見舞金、区内の社会福祉活動、主として、校区社
協の活動費、青少年の健全育成事業などの自主活動を支援しています。

校区自治会からの共同募金総額　13,005,088円
 　　　赤 い 羽 根 募 金　7,096,118円
 　　　歳末たすけあい募金　5,908,970円

⎛
⎝
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赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました

家庭ごみのうち、「生ごみ」が約半
分を占めています。
では、生ごみを減らすことはでき
ないのでしょうか？

必要な食材だけ購入し、買
いすぎに注意しましょう。
買ったものは使い切りまし
ょう。

生ごみを捨てるときは、水
分を出来るだけ切って、ご
みを減量しましょう。

食べ物を大切にし、残さず食
べましょう。残ったものは上
手に保存したり、残り物もア
レンジして食べ切りましょう。
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共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。
〔広告の内容等に関しては、広報紙紙面との関連はありません。〕

リーダー研修の報告
２月24日

　校区役員と日赤奉仕団合同の研
修を実施しました。平成28年8
月に移転、開院した日赤唐津病院
を訪問し、地域医療支援病院とし
ての役割、災害や事故に伴う救護
医療について説明を受け、病院内
を見学しました。また水産加工工
場㈱ヤマフを訪問し、水産物が安
心・安全な製品として製造されて
いく工程管理を見学しました。

　小倉北区役所１階ロビーにて、転入者を対象
に自治会加入の呼びかけをしています。
　また、市外からの転入された方で自治会に加
入していただくと北九州市内の５つの文化施設
に無料で入館できる「ウェルカムパスポート」
をお渡ししています。
　なお、相談等も受けていますので小倉北区役
所にお越し際はお立ち寄りください。

自治会加入促進キャンペーン
３月21日〜４月17日

　北九州マラソンを盛り上げようと、コース沿
道から熱い声援をランナーに送りました。恒例
となった応援ですが、今回は連合会特製Ｔシャ
ツを作成し、会員のランナー５名に着用してい
ただき、自治会のアピールをしました。穏やか
な冬日和の中、ランナーは額に汗して駆け抜け
ました。ご参加、ご協力いただいた皆さまあり
がとうございました。

  校区のプチ自慢 Vol.2

           「二分の一成人式」
　
平成28年10月25日開催　

　子どもは地域の宝です。地域の子どもたちが、たくましく
健全に成長してくれることが、私たちの願いです。
　誰もが二十歳で成人式を迎えますが、小学４年生はちょう
ど10歳、「二分の一成人」です。この機に自己の成長を振り
返り、「自立」の道を歩む自分に自信を持たせたいと記念の
式典を開いています。
　今年で12回目の開催となりました。
　式典では、お祝いの言葉を受け、児童が将来の夢を語りま
す。その後記念の餅つき、お楽しみ食事会をし、最後に児童
がお礼の器楽演奏や合唱を披露してくれます。

北九州マラソンおもてなし
　　　　　　　　　　　　２月19日

校区連合会長よりお祝いの言葉 地域のボランティアの人が見
守りながらのお餅つき

食進さんが作ってくれた、
美味しいカレーとサラダを
いただきます。

校区が主催
富 野 校 区

日赤唐津病院 屋上のヘリポート
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